
平成２５年1月号 №６４６

SETOUCHI

元気よくスタートするランナーたち

人 口 の う ご き 

平成２４年１２月１日 

総人口    ９，８４２（－ ２２） 

  男       ４，７４２（－  １６） 

女       ５，１００（－  ６） 

世帯数    ５，４０５（－ １２） 

カッコ内は前月との比較     

今 月 の 主 な 記 事 

○ 年頭のあいさつ……………Ｐ２ 

○ うもーれ 古高へ！……… Ｐ５ 

○ お知らせ……………………Ｐ６ 

○ カレンダー ………………･Ｐ１２ 

○ まちの話題 ………………･Ｐ１３ 

○ 戸籍の窓 ‥……………･･Ｐ１５ 



１月４日（金） 瀬戸内町成人式 広報せとうち（２） 

平
成
２５
年
年
頭
の
あ
い
さ
つ

～
自
然
・
文
化
を
生
か
し
た
住
民
参
加
・人
づ
く
り
の
ま
ち
～

瀬
戸
内
町
長

房

克
臣

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
御
家
族
お
そ

ろ
い
で
希
望
に
満
ち
た
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
町
の
行

政
運
営
全
般
に
わ
た
っ
て
温

か
い
御
理
解
と
御
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
本
町
で
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
台

風
が
相
次
い
で
猛
威
を
振
る

い
多
く
の
集
落
で
被
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
も
、
災
害

時
に
お
け
る
情
報
収
集
・
情

報
提
供
の
体
制
整
備
等
を
促

進
し
、
町
民
の
皆
様
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

想
定
外
の
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
、
町
民
・
地
元

企
業
・
行
政
が
連
携
し
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
「
減

災
」
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
奄
美
群
島
振
興
開

発
特
別
措
置
は
、
昭
和
２９
年

の
復
興
計
画
以
来
、
約
６０
年

が
経
過
し
た
今
日
、
各
種
イ

ン
フ
ラ
整
備
で
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
き
て
い
る
と
と
も

に
、
奄
美
群
島
が
一
体
と
な

っ
て
、
独
自
性
を
発
揮
す
る

観
光
振
興
な
ど
自
立
に
向
け

た
本
格
的
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
奄
美
群

島
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

雇
用
創
出
の
た
め
の
重
点
分

野
と
し
て
振
興
を
進
め
て
き

た
「
農
業
」
「
観
光
・
交
流
」

「
情
報
」
の
３
分
野
を
引
き

続
き
産
業
振
興
の
基
軸
と
し

て
、
奄
美
群
島
の
地
理
的
・

歴
史
的
独
自
性
を
発
揮
す
る

た
め
の
「
文
化
」
の
活
用
と
、

魅
力
あ
る
島
を
牽
引
す
る
人

材
の
誘
致
・
集
積
を
図
る
た

め
の
「
定
住
」
の
２
分
野
を

加
え
「
奄
美
群
島
成
長
戦
略

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
が
、

将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
た

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
」
に
基
づ
い
て
平
成
２７
年

度
ま
で
に
、
本
町
の
産
業
振

興
や
フ
ェ
リ
ー
「
か
け
ろ
ま
」

新
造
船
等
交
通
手
段
体
制
の

整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
、

高
齢
者
等
の
保
健
福
祉
の
向

上
、
医
療
の
確
保
、
教
育
・

文
化
の
振
興
対
策
を
鋭
意
進

め
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
定
住
促
進
を
図

る
目
的
か
ら
、
高
度
情
報
通

信
の
基
盤
整
備
と
し
て
、
町

内
全
域
を
対
象
と
し
た
「
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
）
」
の
整
備
、
災
害
な
ど
の

緊
急
を
要
す
る
情
報
や
地
域

の
き
め
細
か
な
情
報
を
発
信

す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
放
送
施
設
の
整
備
を
行

い
、
昨
年
４
月
か
ら
運
用
が

開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
は
「
連

結
赤
字
の
解
消
」
を
優
先
課

題
と
し
、
行
財
政
改
革
を
強

力
に
進
め
た
結
果
、
公
債
費

比
率
の
抑
制
も
徐
々
に
そ
の

効
果
が
現
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。平

成
２１
年
度
よ
り
「
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
」
が
制
定
さ

れ
、
本
町
の
観
光
大
使
「
山

田
洋
次
監
督
や
辻
正
司
氏
」

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か

ら
、
御
支
援
を
頂
き
、
お
寄

せ
頂
い
た
寄
附
金
は
、
教

育
・
文
化
、
さ
ら
に
観
光
交

流
を
推
進
す
る
事
業
・
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
向
上
に

資
す
る
事
業
等
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
町
民
の
皆
様
の

御
期
待
に
添
う
よ
う
、
強
い

信
念
と
情
熱
を
傾
け
な
が
ら
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を

絞
り
、「
自
然
・
文
化
を
生
か

し
た
住
民
参
加
・
人
づ
く
り

の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
引
き

続
き
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に

お
示
し
し
た
七
つ
の
政
策
実

現
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
皆
様
方

の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

瀬
戸
内
町
議
会
議
長

安

和
弘

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
康
で
、
希

望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

常
日
頃
よ
り
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
衷
心
よ
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
瀬
戸
内
町
議
会
は
、

第
一
六
期
議
会
議
員
と
し
て

行
財
政
改
革
の
基
本
方
針
に

の
っ
と
り
、
地
域
の
振
興
を

始
め
町
政
の
向
上
、
充
実
に

む
け
て
議
会
活
動
を
始
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
、
国
の
内
外
と
も
に

大
き
な
変
革
の
時
期
に
遭
遇

し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
行

政
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方

分
権
型
社
会
の
到
来
を
受
け

ま
し
て
、
自
己
決
定
、
自
己

責
任
に
よ
る
自
治
体
運
営
が

求
め
ら
れ
る
な
ど
、
未
だ
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

新
た
な
環
境
に
日
々
直
面
し
、

ま
さ
に
、
行
政
の
真
価
が
問

わ
れ
て
い
る
時
代
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
が
国
の
景
気
低
迷
は
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
ほ
ど
長
期
に
わ
た
っ
て
続

い
て
お
り
、
早
期
の
景
気
回

復
が
望
ま
れ
る
中
で
、
公
共

事
業
を
は
じ
め
多
種
多
様
の

事
業
予
算
の
廃
止
や
見
直
し

が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
国
政
に
目
を
向
け

て
み
ま
す
と
、
昨
年
の
十
二

月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙

に
お
い
て
、
３
年
３
ヶ
月
ぶ

り
に
政
権
奪
還
を
果
た
し
、

自
民
・
公
明
両
党
に
よ
る
連

立
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
後
の
財
政
再
建
に
お
け

る
経
済
政
策
に
は
期
待
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
な
お
地
方

財
政
は
圧
迫
さ
れ
て
お
り
、

本
町
の
特
別
会
計
を
は
じ
め

行
財
政
運
営
は
、
前
途
楽
観

を
許
さ
な
い
現
状
に
あ
り
ま

す
。一

昨
年
に
大
島
南
部
を
襲

っ
た
記
録
的
な
豪
雨
、
そ
し

て
昨
年
立
て
続
け
に
襲
っ
た

台
風
に
よ
り
、
住
家
半
壊
、

床
上
浸
水
、
道
路
崩
壊
等
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
我
々

議
会
は
直
ち
に
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
先
進

地
視
察
及
び
、
本
町
の
危
険

個
所
等
の
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

調
査
後
に
町
行
政
に
対
し

一
日
も
早
い
復
旧
と
、
被
災

者
の
生
活
支
援
を
中
心
と
し

た
施
策
の
充
実
を
、
大
胆
か

つ
迅
速
に
進
め
て
い
く
こ
と

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
の

町
づ
く
り
に
向
け
て
、
町
内

各
種
団
体
及
び
、
町
内
国
県

の
機
関
と
の
意
見
交
換
会
等

で
頂
い
た
貴
重
な
意
見
や
提

言
、
ま
た
議
員
・
町
職
員
か

ら
の
提
言
書
を
適
時
か
つ
有

効
に
生
か
す
べ
く
、
町
行
政

と
一
体
と
な
っ
て
行
財
政
改

革
を
推
進
し
、
町
政
の
安
定

を
図
る
と
共
に
議
決
機
関
と

し
て
も
的
確
か
つ
迅
速
な
政

策
判
断
を
進
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
年
を
契
機
に
、
内
外
の

社
会
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も

十
名
の
議
会
議
員
、
一
丸
と

な
っ
て
町
民
の
負
託
に
応
え
、

住
民
福
祉
の
向
上
、
す
べ
て

の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、
年
の
初
め
に
志
し
た
計

画
・
信
念
に
基
づ
い
て
懸
命

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
実
り
多
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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て
行
財
政
改

革
を
推
進
し
、
町
政
の
安
定

を
図
る
と
共
に
議
決
機
関
と

し
て
も
的
確
か
つ
迅
速
な
政

策
判
断
を
進
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
年
を
契
機
に
、
内
外
の

社
会
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も

十
名
の
議
会
議
員
、
一
丸
と

な
っ
て
町
民
の
負
託
に
応
え
、

住
民
福
祉
の
向
上
、
す
べ
て

の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、
年
の
初
め
に
志
し
た
計

画
・
信
念
に
基
づ
い
て
懸
命

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
実
り
多
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。



学
校
評
価
中
間
報
告

教
務
主
任

宇
都

慎
一
朗

先
日
、
本
校
保
護
者
及
び
地
域

の
方
々
一
七
三
人
か
ら
回
答
を
い

た
だ
い
た
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

(

記
述
式
回
答)

の
中
間
報
告(

抜

粋)

を
し
ま
す
。

古
仁
屋
高
校
の
評
価
で
き
る
点

・
文
武
両
道
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
生
徒
が
明
る
く
あ
い
さ
つ
が
良
い

・
服
装
や
礼
儀
作
法
が
良
く
な
っ
た

・
先
生
方
が
熱
心
で
一
生
懸
命

・
個
々
の
生
徒
へ
の
き
め
細
か
い
対
応

・
卒
業
生
の
進
路
情
報
公
開

・
国
公
立
大
学
合
格
者
が
毎
年
い
る

・
美
化
活
動
や
学
校
環
境
の
整
備

・
「
Ｆ
Ｍ
せ
と
う
ち
」
で
の
学
校
紹
介
等

・
古
高
会
講
座
で
の
卒
業
生
の
講
座

古
仁
屋
高
校
に
求
め
た
い
点

・
古
高
の
様
子
・
行
事
等
の
Ｐ
Ｒ
を
！

・
目
標
・
自
信
・
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い

・
自
転
車
通
学
生
の
マ
ナ
ー
の
向
上

・
集
落
や
子
ど
も
会
の
活
動
へ
の
参
加

・
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
活
動

御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う も ー れ  古 高 へ！ 
【古仁屋高校のコーナー③】 新年あけましておめでとうございます。

古仁屋高校は授業，部活，ボランティア活動を三本柱に生徒・職員一同一丸となって頑張って

います。「古仁屋高校」又は「古仁屋高校ブログ」で検索して本校のＨＰやブログも御覧下さい!

寿
老
園
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

十
一
月
十
日(

土)

、
本
校
野
球

部
員
が
寿
老
園
の
運
動
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

車
椅
子
の
介
助
や
競
技
の
補
助
、

後
片
付
け
な
ど
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
と
一
緒

に
参
加
し
た
顧
問
の
久
保
薗
先

生
は
「
園
の
方
々
の
楽
し
そ
う
な

表
情
や
笑
顔
に
私
た
ち
も
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」
と
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
四

日(

水)

の
午

後
７
時
か
ら

県
民
大
学
書

道
講
座
の
閉

講
式
を
行
い

８
名
の
受
講

＊＊＊ 町中学生英語暗唱大会 ＊＊＊

11 月 13 日(火)の午後，本校の教頭，カーソ

ン先生，町ＡＬＴのシャノン先生の３人が，町

中学生英語暗唱大会の審査をしました。各中学

校からの代表１２名が課題 

文をきちんと暗記し、堂 

々とした立派な発表をし 

てくれました。中にはＡ 

ＬＴを唸らせるほど発音の 

良い発表者もいました。 

カ
ー
ソ
ン
先
生
の
御
両
親
来
校

十
一
月
十
三
日(

火)

、
カ
ー

ソ
ン
先
生
の
御
両
親
が
本
校

を
訪
問
し
、
一
年
生
の
授
業
に

参
加
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

奄
美
の
歴
史
、
文
化
、
生
物
な

ど
を
英
語
で
紹
介
し
ま
し
た
。

三
味
線
も
披
露
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
新
聞
記
者
を

― 進路内定状況(11月末現在：内定率 88.1％) 
※ 今年も国立大学(高知大学)に合格しました。 

４年生大学 （合計 8 人） 

高知大(人間文化)，実践女子大(人間社会)，大阪国際大(心理コミュニケーション)，

九州女子大(人間発達)，鹿児島国際大(社会福祉)，志學館大(心理臨床) 

短期大学 （合計 7 人） 

純真短大(食物栄養)，鹿児島純心女子短大(生活)，鹿児島女子短大(児童教育) 

専門学校 （合計 30 人） 

鹿児島歯科学院(歯科衛生士)，鹿児島情報ビジネス(医療秘書)，奄美情報処理(3人)，

タラ看護(看護) 

就 職 （合計 7 人） 

自衛隊(陸上)，ギブソンズ(美容)，(有)本田内装(2人) 

し
て
い
る
お
父
様
は
「
娘
は
素
晴

ら
し
い
学
校
で
働
い
て
い
て
嬉

し
い
。
授
業
の
様
子
を
ア
メ
リ
カ

の
新

聞
に

載
せ

ま
す
」

と
、

喜
ん

で
く

れ
ま

し
た
。

県
民
大
学
書
道
講
座

生
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
ま
し

た
。

広報せとうち（５） 1 月４日（金）瀬戸内町成人式



１月４日（金） 瀬戸内町成人式 広報せとうち（６）

町県民税及び国民健康保険税の申告について

町県民税及び国民健康保険税等の申告並びに納税につきましては、日頃から町民の

皆様のご協力をいただき厚くお礼申し上げます 

 今年も町県民税及び国民健康保険税等の申告をしていただく時期になりました。こ

の申告は、あなたの町県民税及び国民健康保険税等を正しく算出する基礎となります。

また、各種証明書や国民健康保険税の軽減の資料となります。 

申告期間    ２月１日～３月１５日（閉庁日は除く） 

受付場所    役場税務課 住民国保税係 

◎例年各集落にて申告を受付けていましたが、今年は、実施いたしません。申告の必

要な方は、役場税務課にて受付けます。 

（年金収入の方） 

収入が、公的年金のみの方は、申告の必要はありません。 

ただし、以下に該当する場合は、申告が必要です。 

・年金額が４００万円を超える場合。 

・年金以外に、収入がある場合。 

・年金の源泉徴収票の扶養や控除欄に相違がある場合。（配偶者・扶養人数・障害・

寡婦等） 

・所得税が源泉徴収されている方で還付申告を行う場合は、確定申告となります。 

（給与収入の方） 

・給与収入者で、会社にて年末調整をしていない方。 

（収入のない方） 

・特に国民健康保険に加入されている人で、所得のない方も、申告をされないと国民

健康保険税の軽減措置等が受けられなくなりますので、必ず申告をお願いします。 

申告に持参するもの 

１．前年中の収入の確認できるもの。（給与支払い報告書等） 

２．年金・保険等の支払額証明書等 

３．障害者控除を受ける人は、障害者手帳等 

４．印鑑（朱肉を使用するものシャチハタはご遠慮ください） 

※ 確定申告が必要な方は、２月１６日～３月１５日の間にお願いします。 

問合せ先 瀬戸内町役場税務課 住民・国保税係 ℡ 0997-72-1116 



車椅子が２台寄贈されました 

１月１０日は、１１０番の日 

瀬戸内警察署からのお願いです！！

１１０番通報は警察への緊急電話です！！

県内の１１０番通報は，すべて鹿児島県警察本部の通信指令室につながり，年間約

１０万件，１日あたり約２７０件の通報があります。

 １１０番は，皆さんの身近で事件・事故が発生した場合等の緊急ダイヤルで，警察

が少しでも早く取り組まなければならない通報は年々増加しています。

 １１０番通報は緊急通報専用電話です。緊急性のない「相談ごと」や「お問い合わ

せ」は，警察総合相談電話「♯９１１０」又は瀬戸内警察署にお電話してください。

 事件・事故を迅速に解決するためには，皆さんからの正確な通報が必要です。 

  １１０番通報のポイントは・・・       

 １ 何がありましたか。(事件・事故)

 ２ 場所はどこですか。

 ３ いつごろですか。

 ４ 犯人を見ましたか。

 ５ いま，どうなっていますか。

 ６ あなたのお名前，住所，電話番号は。

 ※ 携帯電話からの１１０番通報は，場所によって途切れる場合があるので，  

感度の良い場所から移動しないで通報してください。

   また，県境付近では，隣県の警察本部につながる場合がありますが，転送する

などして対応しますので警察官の指示に従ってください。  

車椅子が古くなり、使えませんでしたが、今回、日本赤十字社瀬戸内町分区より2

台寄贈されました。役場玄関(総合案内横)に備えつけていますので、必要な方は是非、

ご利用ください。 

日本赤十字社瀬戸内町分区 

(役場 保健福祉課内) 

広報せとうち（７） 1 月４日（金）瀬戸内町成人式



障害者控除と障害者控除対象者認定について 

年末調整や確定申告で「障害者控除」を申請していますか? 

会社員の方は勤務している会社で年末調整を行います。 

年金収入だけの方は、特に手続きがないので、確定申告(2/16～3/15)を忘れずに!! 

種類 障害者控除 

・所得税 27 万円 

・住民税 26 万円 

特別障害者控除 

・所得税 40 万円 

・住民税 30 万円 

①療育手帳(知的障害者) B1 または B2 の方 A1 または A2 の方 

②身体障害者手帳 3 級から 6級の方 1 級または 2級の方 

③精神障害者保健福祉手帳 2級または 3級の方 1 級の方 

④戦傷病者手帳 手帳が交付されている方 特別項症から第 3項症の方

⑤原子爆弾被爆者で厚生労

働大臣の認定を受けている

方 

 全員 

障害者の方は前年の所得が 125 万円以下であれば、住民税が非課税になります。 

(年金収入だけの方は年金額が 245 万円以下) 

住民税が非課税になると… 

入院した時の入院代・食事代が安くなります。 

65 歳以上で精神または身体に障害があり、手帳を発行されていない方でも、申請

により上記の障害者①から③に準ずる者として市町村長の認定を受けた場合、障害者

控除の対象となります。 

１月４日（金） 瀬戸内町成人式 広報せとうち（８） 

詳しくは 

役場 保健福祉課 保健福祉係 ７２－１０６８(内線１３５) 

   税務課         ７２－１１１６ 



平成２５年度住宅・土地統計調査の準備事務のお知らせ 

製造業事業者の皆様へ 工業統計調査のお願い 

現在、この地域において平成２５年１０月に総務省統計局が実施する「平成２５年

住宅・土地統計調査」の準備事務（単位区設定）を行っており、建物内の住戸数など

の確認について、ご協力をお願いします。（平成２５年２月１日現在により単位区の

調査を実施する予定です。） 

建物内の住戸数などの確認について、ご協力をお願いします。 

この準備事務では、調査を円滑に行うため、アパート・マンションなどの建物

内の住戸数や、寮・旅館・事務所などの居住世帯の有無を確認しております。 

皆様のご協力をお願いします。 

◎この準備事務は、法令に基づき行っているものです。（住宅・土地統計調査規則第

十二条第一項） 

◎この準備事務を行っている職員（指導員）は、都道府県知事が任命した地方公務員

です。（指導員には、「指導員証」が交付されています。） 

◎この準備事務で知り得た個人又は法人その他の団体の秘密を漏らすことは、法律に

より固く禁じられています。 

≪住宅・土地統計調査規則第十二条第一項≫ 

市町村は、実施年の二月一日現在により、直前に行われた国勢調査のための設定さ

れた調査区のうち総務大臣が指定する調査区において総務大臣の定める方法により

単位区を設定するものとする。 

【問い合わせ】 瀬戸内町役場 企画課 企画開発係 担当 池田

                   電話 ０９９７－７２－１１１２（直通）

平成２４年工業統計調査を１２月３１日現在で行います。調査の実施に当たっては

本年１２月から来年１月にかけて調査員がお伺いします。 

なお、調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘密が厳守され

ますので、正確な御記入をお願いします。 

【問い合わせ】 瀬戸内町役場 企画課 企画開発係 担当 山田 

                   電話 ０９９７－７２－１１１２（直通） 

広報せとうち（９） 1 月４日（金）瀬戸内町成人式



使用済みペットボトルの処理状況について

寒くなる季節は「脳卒中」に注意を！ 

 容器包装廃棄物の抑制並びにその分別収集及び分別基準適合物の再商品化の促進等に関

する基本方針に従い、ペットボトルの処理状況についてお知らせいたします。 

ペットボトルのリサイクルには２つのルートがあります。 

(1)独自ルート（市町村、広域事務組合等が民間事業者と直接契約する方法） 

(2)指定法人ルート（公益財団法人 日本容器包装リサイクル協会に再商品化を委託する方法） 

瀬戸内町では独自ルートの方法でリサイクルをしており、集めた使用済ペットボトルを入札

によって選定した中間処理業者へ売却し、国内にてフレーク、ペレットに再商品化しています。 

なお、平成２３年度の引渡量は3,510ｋｇとなっています。 

※1ベール処理・・・ペットボトルをさいころ状に圧縮梱包する。 

※2フレーク・・・ペットボトルを8mm角に裁断したもの。作業服、卵パックや成型品の原

料として使用されます。 

※2ペレット・・・フレークを加熱融解して粒状にしたもの。主に繊維製品に使用されます。 

問い合わせ先 役場生活環境課 電話:0997-72-1113(直通) Fax:0997-72-1120 

鹿児島県の脳卒中による死亡率は、全国平均の1.5 倍です。 

冬場の脳卒中予防の基本は、なるべく暖かい環境で過ごすことです。冷たい空気にさらさ

れると血管が収縮して血圧が高くなり、脳出血を起こしやすくなります。外に出るときや、

入浴時の脱衣場・風呂場の保温に気をつけて、急な温度変化を避けましょう。 

 また、日頃から食塩の取り過ぎや野菜不足、運動不足に気をつけて、脳卒中の原因になる

高血圧、糖尿病などを予防することも大切です。 

▽問い合わせ先 

 県庁健康増進課 電話:099(286)2717 FAX:099(286)5556 

  ※県ホームページで「脳卒中」を検索 

１月４日（金） 瀬戸内町成人式 広報せとうち（１０） 

再
商
品
化
業
者

瀬
戸
内
町

中
間
処
理
業
者

※
２

フ
レ
ー
ク
・
ペ
レ
ッ
ト

※１ ベール処理 集積・売却 粉砕・再商品化

平成23年度ペットボトル再商品化フロー



あなたの作品がマスメディアを駆けめぐる！ 

平成25年 

住宅・土地統計調査 

標語（キャッチコピー）募集 

■ 募集内容 
・総務省統計局では、平成 25 年 10 月１日を調査

日とする住宅・土地統計調査の実施に当たり、

調査の意義や重要性への理解を深めていただ

き、全ての人の理解と協力の下に調査が正確か

つ円滑に行われるよう、標語（キャッチコピー）

を募集します。

・入選作品はテレビ、新聞、ラジオなどの様々な

媒体を通じて、広く活用する予定です。 

■ 応募条件 
・どなたでも応募できます（総務省職員は除く。）。

・応募作品は、自作で未発表のものに限ります。

・応募点数は、１人１作品とします。 

■ 応募方法・記載事項 
・はがき又は電子メールに作品・氏名・性別・年

齢・住所・電話番号・職業（小・中・高校生の

場合は学校名、学年）を明記の上、下記の応募

先まで送付又は送信してください。

■ 審査・発表 
・一次審査は都道府県、二次審査は総務省統計局

でそれぞれ厳正に審査を行います。 

・入選作品は２月下旬に総務省統計局ホームペー

ジなどに掲載するとともに、入選者に直接又は

学校を通じてお知らせします。 

■ 賞（表彰状及び記念品） 
・特選１点 

・入選３点 

・小学生・中学生・高校生特別賞 各１点 

広報せとうち（10）

■ 作品の権利 
・入選作品の一切の権利は総務省統計局に帰属し

ます。

・入選作品は、作品の趣旨を損なわない範囲で一

部修正することがあります。 

・応募作品は返却いたしません。 

■ 応募先及びお問合せ先 
（電子メール） 

 メールアドレス jyutakuhyogo@soumu.go.jp 

（はがき）

〒162-8668 東京都新宿区若松町 19-1 

総務省統計局国勢統計課 住宅・土地調査 

広報担当 
ＴＥＬ 03-5273-1005（ダイヤルイン） 
（参考 過去の入選作品） 
平成 20 年 
 見えてくる 日本の暮らし 住まいから 
平成 15 年 
 夢がある 家・まち・くらし 調査から 
平成 10 年 
 家と土地 暮らしのための 基礎調査 
平成５年 
 豊かさは 住みよい環境 住まいから 
昭和 63 年 
 豊かな住生活への道しるべ 
昭和 58 年 
 街づくり わたしも協力 住まいの調査 
昭和 53 年 
 たしかめよう 日本のすまい 

応募期間 

平成 25 年 

１月７日（月）から 

 ２月７日（木） 

まで 

住宅・土地統計調査は、日本の住宅数、住宅の種類・設備状況、土地の保有状況や住環境などを調査し、

私たちの暮らしと住まいに関する計画や施策の基礎資料を得ることを目的とした調査です。 

その結果は、国や地方公共団体における「住生活基本計画」の成果指標の設定、耐震や防災を中心とし

た都市計画の策定、空き家対策条例の制定などに幅広く利用されています。 ⇒ 詳しくは、統計局ＨＰ

へ

広報せとうち（１１） 1 月４日（金）瀬戸内町成人式



１月 4日（金） 瀬戸内町成人式        広報せとうち（１２）

1月 2013年(平成25年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

30 31 1 2 3 4 5 
     ☆町成人式 

6 7 8 9 10 11 12 
出初式 ☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

（阿鉄） 

☆ぽっかぽか

くらぶ 

◎男の料理教

室 

◎元気な笑

顔教室（清水）

◎でぃ～う

もろう会 

（伊子茂）

13 14 15 16 17 18 19 
駅伝競走大

会 

成人の日 ☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

◎元気な笑

顔教室 

（西古見） 

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

◎1歳6ヵ月

健診 

◎元気な笑

顔教室 

（篠川） 

◎でぃ～う

もろう会 

（諸鈍） 

☆親子教室 

（３歳以上）

20 21 22 23 24 25 26 

 ☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

（嘉鉄） 

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

☆親子教室 

（３歳以下）

◎元気な笑

顔教室 

（蘇刈） 

◎でぃ～う

もろう会 

（薩川） 

27 28 
☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース

29 
☆ぽっかぽ

かくらぶ 

30 
◎元気な笑

顔教室

31 
☆ぽっかぽか

くらぶ 

◎男の料理教

室 

   ◎6ヵ月児健

診 

○ ぽっかぽかくらぶ、、きゅら島コツコツ継続コース、1歳6ヵ月健診、6ヵ月児健診 

親子教室、の問合せは、保健福祉課 保健予防係TEL0997-72-1068 （直通） 

 元気な足腰講座、元気な笑顔教室、男の料理教室の問合せは、保健福祉課 地域支援係

TEL 0997-72-1153 （直通） 



広報せとうち（１３）    １月４日（金） 瀬戸内町成人式  

～

ロ

マ

ン

と

神

秘

の

島

～

１１
月
１１
日
、「
２
０
１
２

年
度
加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
」
が
加
計
呂
麻
島

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
豪
雨
災
害
の
影

響
か
ら
中
止
と
な
り
２
年

ぶ
り
に
行
わ
れ
、
時
よ
り
雨

が
降
る
中
、
５
種
目
（
ハ
ー

フ
・
３
㎞
・
５
㎞
・
１０
㎞
）

に
分
か
れ
、
５８８
名
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
中
に
は
仮
装
し

て
い
る
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
が

お
り
、
思
い
思
い
に
レ
ー
ス

を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て

い
ま
し
た
。

レ
ー
ス
後
に
は
、
地
元
バ

ン
ド
の
熱
帯
紅
血
圧
や
坂

上
友
香
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
や
抽
選
会
が
行
わ

れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

加
計
呂
麻
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

20012加計呂麻島ハーフマラソン 結果表
(  )内はタイム 

３km コース男子         ３km コース女子
[１位] 白石 風歌(0:12:36)  [１位] 渡 百花(0:13:57) 
[２位] 久保 雅  (0:13:05)  [２位] 須田 来夢(0:14:41) 
[３位] 祝 正宗 (0:13:27)   [３位] 嘉野 愛ら(0:15:23) 

５km コース男子         ５km コース女子
[１位] 平川 正博(0:19:14)  [１位] 加藤 美友(0:25:16) 
[２位] 衛藤 公那(0:21:04)  [２位] 静島なのは(0:25:44) 
[３位] 山倉 駿(0:21:11)    [３位] 渡辺 茉佳(0:25:51) 

１０km コース男子     １０km コース女子      
[１位] 靜   賢一(0:40:41)  [１位] 中村 時代(0:54:36) 
[２位] 満  拓也(0:41:07)   [２位] 正込祐紀子(0:56:47) 
[３位] 佐田 勝 (0:42:37)   [３位] 谷田部由紀(1:00:42) 

ハーフコース総合     
[１位] 重野 竜太(1:23:01)   [４位] 徳重 洋一(1:34:03)
[２位] 白井 克昌(1:27:59)  [５位] 堀 雄治 (1:38:46) 
[３位] 山畑 貴宏(1:33:55)   [６位] 藤元 勝 (1:39:56) 

駅伝コース
[１位] 俵中駅伝部   (0:58:50) 



１月４日（金） 瀬戸内町成人式 広報せとうち(１４)

～

ス

ポ

ー

ツ

振

興

～

平
成
２４
年
度
財
団
法
人
奄

美
大
島
市
町
村
体
育
協
会
に
渡

良
一
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

渡
良
一
さ
ん
の
功
績
に
つ
い

て
は
、
平
成
１８
～
２１
年
度
ま

で
瀬
戸
内
町
体
育
協
会
副
会
長

を
務
め
、
平
成
２２
～
２３
年
度

ま
で
同
協
会
会
長
と
し
て
町
体

協
の
振
興
に
尽
力
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
社
会
体
育
功
労
者
表

彰
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
優
秀
ス
ポ
ー
ツ

選
手
と
し
て
、
瀬
戸
内
町
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
の
備
せ
い
る
さ

ん
と
古
仁
屋
相
撲
ク
ラ
ブ
の
春

山
万
太
郎
君
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

～

奄
美
横
綱
を
目
指
し
て
～

１１
月
１８
日
に
、
伊
仙
町
町

制
５０
周
年
記
念
第
１６
回
奄
美

相
撲
選
手
権
大
会
が
伊
仙
町
義

名
山
運
動
公
園
相
撲
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
未
就
学
児
か

ら
一
般
ま
で
１１０
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
年
代
別
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
の
選
手
で
は
、
中
学
１

年
の
部
で
、
磯
晃
城
君
（
古
仁

屋
中
）
と
一
般
一
部
で
緒
方
貴

治
さ
ん
（
や
し
ろ
水
産
）
が
見

事
優
勝
し
奄
美
横
綱
の
称
号
を

手
に
し
ま
し
た
。

～

親

子

読

書

会

～

平
成
２４
年
度
優
良
読
書
ブ

ル
ー
プ
の
表
彰
団
体
に
嘉
鉄
親

子
読
書
会
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
平
成
７
年
に
発

足
し
主
な
活
動
と
し
て
、
毎
月

１
回
海
岸
清
掃
後
、
保
護
者
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、

夏
・
冬
親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

の
時
や
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操

後
に
週
２
回
の
読
み
聞
か
せ
を

実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
、
地
域
の
方
々
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
活
動
を
も
っ

と
広
げ
て
い
き
、
郷
土
の
昔
話

の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
子
ど

も
達
へ
伝
え
る
活
動
を
し
て
行

き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

～

２
年
ぶ
り

の
開
催
～

１１
月
１７
～
１８
日
、
第
３７
回

瀬
戸
内
町
文
化
祭
（
町
教
育
委

員
会
・
町
文
化
協
会
主
催
）
が

清
水
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
豪
雨
災
害
の
た
め

中
止
と
な
り
２
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
、
町
内
の
各
団
体
や
学
校

文
化
教
室
の
作
品
展
示
や
島
唄

や
金
管
バ
ン
ド
・
ピ
ア
ノ
教

室
・
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
色
々
な

舞
台
発
表
が
あ
り
、
来
場
し
た

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の

老
若
男
女
が
文
化
祭
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

～
男
女
共
同
参
画
社
会
～

１１
月
３０
日
、
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
が
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
研
修
を
受
け
る
機
会
が
な

く
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
重

要
性
及
び
地
域
の
抱
え
る
課
題

等
に
つ
い
て
解
決
す
る
ヒ
ン
ト

を
学
ぶ
場
と
し
て
、
男
女
共
同

参
画
審
議
会
副
会
長
の
た
も
つ

ゆ
か
り
先
生
を
講
師
に
迎
え
ま

し
た
。
当
日
は
、
行
政
担
当
や

瀬
戸
内
町
懇
話
会
委
員
・
地
域

住
民
が
出
席
し
、
終
了
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
方
か
ら
「
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
理
解
で
き
た
」
と
い

う
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

市

町

村

体

育

協

会

表

彰

奄
美
相
撲
選
手
権
大
会

優

良

読

書

グ

ル

ー

プ

瀬

戸

内

町

文

化

祭

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー



広報せとうち（15）    １月４日（金） 瀬戸内町成人式        

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 11

月に届けられた

分のうち、希望者

のみを掲載してい

ます。 （敬称略）

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

藤
井

保や
す

行ゆ
き

愛
一
郎

清

水

口

ひ
か
る

洋
史

古
仁
屋

盛

陽ひ

葵な
た

智
洋

古
仁
屋

重

琉
那

る

な

信
海

篠

川

園

拓た
く

真ま

直
広

古
仁
屋

中
田

優
羽
斗

ゆ

う

と

優
矢

阿
木
名

ご
結
婚

お
め
で
と
う

名

前

本

籍

加
藤

和
志

芝

田
原

千
明

古
仁
屋

立
山

裕
也

日
置
市

舞

蘇

刈

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

織
地

秀
雄

８８

俵

村

衣
重

８２

古

志

脇
田

清
子

９０

於

斉

船
間

カ
ズ
子

９２

鹿
屋
市

津
留

ウ
キ
ト

９０

請
阿
室

中
村

常
義

８３

古
仁
屋

里

末
利

８６

花

富

登
島

泰
治

８６

勝

能

計

ヨ
ツ

８９

篠

川

程

美

９９

勝

能

久
保

裕
和

６３

生

間

永
井

貴

８５

手

安

東
原

清
幸

９３

嘉

鉄

徳
永

一
男

７５

阿
木
名

加
納

キ
ミ

８４

花

天

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
１１
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

泉

瑞
子

善
市

大

湊

吉
村

紀
久

衣
重

高

丘

福
島

テ
ル
ネ

稲
栄

与

路

織
地

テ
イ

秀
雄

俵

中
村

節
子

常
義

松

江

里

オ
ハ
ナ

末
利

花

富

祝

智
恵
美

津
留
ウ
キ
ト

宮

前

程

卓
郎

美

瀬
久
井

泰
江

幸
雄

誠

宮

前

合
計

２
０
０
，
０
０
０
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
） 

 
 
 
 
(

住
所) 

沖

秀
広

一
万
円

大
阪
市

福
島

道
治

五
千
円
さ
い
た
ま
市

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
内
に
居
住
す
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国

民
年
金
に
加
入
し
，
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。国

民
年
金
（基
礎
年
金
）三
つ
の
メ
リ
ッ
ト

一

老
後
を
支
え
ま
す

老
齢
基
礎
年
金

二

病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す

障
害
基
礎
年
金

三

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ
る
配
偶
者
、
子
を

支
え
ま
す

遺
族
基
礎
年
金

○
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
で
な
い
三
十
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※
二
十
歳
に
な
っ
た
時
の
国
民
年
金
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
町
役
場

町
民
課
ま
た
は
、
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日】1月２４日（木）

【時 間】午前１０時～午後１時

【場 所】中央公民館

【相談内容】相続・売買等名義変更について

遺言書作成について、成年後見について等

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ７２－０１４７（担当：伊地知）

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー



１月４日（金） 瀬戸内町成人式     広報せとうち（１６）

～
母
・
故
郷
へ
の
思
い
～

１１
月
２７
日
、
久
慈
集
落

に
て
瀬
戸
内
町
２
世
で
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
ク
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
永
井
龍
雲

さ
ん
が
作
詞
作
曲
し
た
「
ル

リ
カ
ケ
ス
」
の
歌
碑
の
除
幕

式
と
、
本
町
で
は
２８
人
目
と

な
る
観
光
大
使
の
委
嘱
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
日
の
午
後
６
時
半
か
ら

古
仁
屋
小
学
校
体
育
館
で
観

光
大
使
就
任
記
念
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
、
会
場
は
満
員
で
龍
雲
さ

ん
の
美
し
い
歌
声
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
日
本
庁
に
訪
れ

前
日
に
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー

ト
の
収
益
金
を
久
慈
の
子
ど

も
会
や
青
少
年
育
成
基
金
・

ふ
る
さ
と
納
税
に
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
長
は
、
「
瀬
戸
内
町
の
た

め
に
活
用
し
て
行
き
た
い
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

～

寒

さ

に

負

け

ず

～

１２
月
３
日
、
九
州
場
所
を

終
え
た
本
町
出
身
、
川
畑
明

生
君
が
所
属
し
て
い
る
立
浪

部
屋
の
力
士
た
ち
が
昨
年
に

引
き
続
き
２
回
目
の
合
宿
を

行
い
ま
し
た
。

稽
古
は
、
早
朝
の
７
時
か

ら
四
股
や
す
り
足
な
ど
の
基

本
動
作
を
し
、
そ
の
後
に

申
し
合
い
を
行
い
、
最
後

は
ぶ
つ
か
り
稽
古
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

６
日
に
は
、
小
中
学
生

と
一
緒
に
稽
古
を
行
い
生

徒
た
ち
に
は
と
て
も
良
い

経
験
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

水のトラブルすぐに解決！
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄 ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲ 瀬 戸 内 ビ ル シ ス テ ム

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４   
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真心 こめて御 奉仕 いたします
お墓 参 り代行 ・清 掃 サービス

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ
収集運搬

☆ 忙 し く て 時 間 の な い 方
☆ 高 齢 の た め 掃 除 が 大 変 な 方
☆ お 体 が 不 自 由 な 方 
☆ 遠 方 に お ら れ る 方 

１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い

広報せとうち」に広告掲載できます。 

広告サイズ 広告掲載料(１回) 

縦 ５cm×横 ８cm ５，０００円 

縦５cm×横 17cm １０，０００円 

６箇月連続掲載で、１回分無料に！ 

【問い合わせ先】 

役場企画課情報政策係 ７２－１１１２ 


